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主として枝肉取引規格（重量）から見た肉畜共進会 
逸 見   荘 

 

 昨年師走もおし迫った 12 月第２回総社、第６回倉

敷、第１回岡山、第２回瀬戸枝肉共進会、さらにこ

れら各地区から選抜される肉畜による第１回岡山県

肉畜共進会が、枝肉審査とせり売りにより当市場に

おいて開催されました。これは毎年各地区で開催さ

れてきた肉牛共進会を、本年度から枝肉で審査した

後、せり売りされたもので、これら一連の枝肉共進

会は、市場での枝肉取引を広く関係者に公開、市場

運営の認識を一段と深めた特筆すべき催しであった

わけであります。ここでこれら前後５回にわたって

開催された共進会を、主として枝肉取引規格（重量）

基準に照らして、いま少し検討して見たいと思いま

す。 

 

枝肉の格付けと重量 

 御承知のとおり枝肉格付けにあたっては、枝肉の

重量・外観・肉質の３項目によって極上（260 ㎏以上）、

上（230 ㎏～259 ㎏）、中（190 ㎏～229 ㎏）、普（190

㎏以下）に分類して行くわけでありますが、このう

ち外観（均称、肉づき、脂肪付着、仕上げ）、肉質（脂

肪交雑、肉の色沢、肉のきめとしまり、脂肪の色沢、

脂肪の質）は重量と相対関係にあるわけであります。

言いかえますと、外観、肉質等が規格基準を満たし

ている場合には、枝肉重量は大抵の場合、この格付

重量をオーバーしている場合が多いということがい

えるわけであります。このような重要性をもつ枝肉

重量を主として、規格別に分類して平均を出します

と、次表のように分かれてきます。 

 

極上は生体重 500 ㎏以上 

 この表に示す重量を、便宜上概念的に大体生体重

500 ㎏、450 ㎏の２段階に分類して考えて見ますと、

500 ㎏程度以上のものは文句なしに、枝肉重量に於い

て極上の部類に属し（枝肉 260 ㎏以上）、450 ㎏程度

のものは上に属し（枝肉 230 ㎏～259 ㎏）、それ以下

のものは上、あるいは中に該当していることがわか

りますが、これは当然とはいえ、ここで一応考えさ

せられることは、でははたして重量だけでよいであ

ろうか。今かりに重量だけで見た場合は、実際問題

として和牛のメスの場合では、よく小型のものを肥

育して 450 ㎏位で出荷されることがあります。これ

を前述の如く生体重だけで見た場合、枝肉格付けは

上に属するわけですが、このような小型のメスでも

資質がよく、よく肥育出来ている場合は枝肉重量は

260 ㎏以上あり、サシも充分で極上に入って行く場合

が多く、したがって重量のみで断定するのはこのよ

うなメスの場合は早計のようです。 

 しかし去勢牛の場合は、必らず生体重でいずれの

場合でも 500 ㎏以上位ないとサシも充分でなく、枝

肉重量も 260 ㎏以上とならないし、外観、肉質等も

期待出来ず、したがって極上とならないようです。 

 このことから考えますと、去勢牛の若令肥育で仕

上体重 420～450 ㎏のもので、枝肉重量で 260 ㎏（極

上）に満たない場合があるとしたら、これはおそら

くサシも充分でないことが推察されるわけであり、

そうなると極上に入らないわけです。 

 

現状では生体重 450～480 ㎏程度から 

 また牛枝肉の重量は、この表に示すように 300 ㎏

を超すものは、現段階に於いては特別に肥育したも

のであり、普通の場合前述の 260 ㎏～270 ㎏位の大き

さのものが好ましく、事実大衆肉として好まれる場

合が多いので、そうするとこの場合は、生体重で 450

㎏～480 ㎏位でよいことになります。去勢牛の若令肥

育でよく出来たものは、この程度の重量は肥育技術

の向上によって期待できるし、又農林省の示す改良

目標（本誌３月号掲載）の線に沿ってもそうあるべ

きで、そうすることによってサシも充分出てくるわ

けです。 

 こころみに、２月中における当市場で扱った牛の

生体重を調べて見ると、ヌキ 308 頭中生体重 500 ㎏

以上のもの 45 頭、450 ㎏～500 ㎏のもの 47 頭、450

㎏以下のもの 216 頭、メス 148 頭中 500 ㎏以上のも

の 19頭、450 ㎏～500 ㎏のもの 24頭、450 ㎏以下の
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もの 105 頭となっており、ヌキで見ても生

体重で 450 ㎏以上のものは全体の約 50％

であり、本表に見る共進会出品の極上の部

類の牛において、やっと枝肉 260 ㎏～270

㎏程度であり、まだまだ改良目標（若令＝

180 日肥育生体重 580 ㎏）に到着するため

には、いま一層の努力の必要性を痛感する

わけであります。 

 なお各地区ごとの入賞別平均を示した

ものが、次表でありますが、何等かの参考

になれば幸甚と存じます。 

       

（筆者 県営食肉市場技師） 
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素牛を安く手に入れる時期は６・７月 

 肥育経営で収益を上げるには、よい素牛を安く買

って、売るときはできるだけよい値で売れるように

仕上げることですが、買う時期によって牛の価格に

は季節的な動きがあります。 

 子牛と成牛では時期的に多少の相違があります

が、一般的には牛の相場の安いときに買うのが有利

なのは当然です。 

 季節的には２月から４月までと６、７月頃が買い

どきです。６、７月は農繁期を終了した野上げ牛の

出回るときであり、子牛も冬季に分べんのものが出

回る時期なので相場も鈍くなります。 

 


